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前 期 後 期
方IV（M4028）
方VA（M4010）
方VC（M4023）
方VC（M4026）
線獣WA（M4005）
方VA（M5011）
方VA（M5018）
方VC（M5009）
方VC（M5004）
方VC（M5011）
方VI（M5013）
方W（M5028）
方W（M5039）
線獣VI（M5028）
線獣VI（M5076）
浮獣1（M5054）
盤lB（M5047）
盤lB（M5052）
円内1（M5045）
円内皿（M5009）
こない（洛陽区1959），洛陽西郊での調査では焼溝5期と6期をまとめた2期区分に改めている
（中国科学院1963）。その後，洛陽に隣接する陳県劉家渠漢墓の調査報告では，表17のように陶器
の6組区分をもとに洛陽西郊と同じ2期区分をおこなっている（黄河水庫1965）。それぞれの編年
の優劣はともかく，鏡の型式との対応をみると，いくつかの間題がみえてくる。まず鏡が予想年
代よりも新しい時期の墓から出土していること，たとえば王葬代の方格規矩四神鏡IV式と四葉座
1式内行花文鏡が2世紀の西郊5期墓から出土していることは，鏡の伝世の可能性があり，問題
はあまり大きくない。しかし逆に，想定年代より古い時期の墓から鏡が出土していること，すな
わち2世紀に下るはずの方格規矩四神鏡皿式と細線VI式獣帯鏡が焼溝4期墓から出土しているこ
とは，漢墓編年の誤りでなけれぽ鏡の編年にかかわる錯綜と考えられる。実は鏡の共伴関係にお
いても同じような問題がこの2つの型式に発生していたから，今後に慎重な検討が必要であろう。
しかしこれ以外の型式については漢墓編年とほぼ矛盾なく対応していることが確かめられた。
　中原における漢墓の編年研究が1960年代以降，停滞したのにたいして，1980年代にはいると華
南における研究の進歩が著しく，湖南省では東南部の資興において発掘した107基の後漢墓が3
期に区分されている（湖南省博1984）。中期に属する133年の紀年墓が唯一実年代のわかる資料だ
が，鏡の型式との対応をみると（表18），いずれの型式も矛盾なく漢墓編年と対応していることが
わかる。いっぽう，広州漢墓では後漢墓を2期に区分し，紀年墓を参考に76年に前後の時期の境
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界を置いている（広州市1981）。ほかの編年案に比べて前期の下限がかなり早く設定されているが，
鏡の型式との対応をみると（表19），前期墓から方格規矩四神鏡VC式が出土していることが鏡の
編年にやや抵触することをのぞけぽ，ほかの型式には問題がない。
　以上にみてきた後漢墓の編年は，多次にわたる追葬の普遍化が一因となって，なお流動的なと
ころがあり，本稿では型式学的に組み立てた鏡の編年を検証するための目安として利用するにと
どめた。結果として若干の型式に漢墓編年との錯綜が見いだされ，部分的な再検討の余地を認め
ながらも，全体的にはほぼ妥当な対応が確かめられたことにより，鏡の編年はほぼ検証されたと
考える。
5．　後漢鏡の様式
　前章までに検討した後漢鏡を2期に大別する。先行する前漢鏡を4期に区分しているので（岡
村ig84），それは漢鏡の5期と6期に相当する（表13）。
（1）漢鏡5期
　後漢前期に相当し，方格規矩四神鏡VA～VC式，細線式獣帯鏡IVA～IVC式，浮彫式獣帯鏡
1・1式，盤i龍鏡IA・IB式，四葉座内行花文鏡1～IV式，円座内行花文鏡1・H式がある。
四葉座1式内行花文鏡は，厳密には漢鏡4期の王葬代に出現したものであるが，様式上は漢鏡5
期に含めて考える。
　方格規矩四神鏡と獣帯鏡は漢鏡4期から連続的に変化してきたものであり，四神を主体とした
瑞獣の構成による宇宙観が継承され，やがて変容していく過程として理解できる。ただし，方格
規矩四神鏡は単位文様の変異が小さく，一系列の変化であったのにたいし，獣帯鏡は外区文様や
乳が多様であり，この時期に細線式から浮彫式が分岐する変遷が確かめられた。内行花文鏡もま
た漢鏡4期の連弧文銘帯鏡から変化してきたもので，それが簡略化する過程がたどれた。このよ
うな王葬鏡を継承した鏡式が多いなかで，盤龍鏡は躍動感ある立体的な浮彫表現をもってこの時
期に創出されたもので，その後の画像鏡や神獣鏡に発達する手法の先駆けとなったことは評価す
べきであろう。
　漢鏡5期の銘文はほとんどが漢鏡4期の王葬代に出現した七言句の銘文K，L，　Nからなって
いる。文様と同じように，銘文もまた前代からの連続性が強いのである。しかも簡略化の方向に
進んだ方格規矩四神鏡はほとんどが「尚方作」であり，同じ変化をたどった細線式獣帯鏡にも
「尚方作」が多くみられた。いっぽう盤龍鏡では「某氏作」や「青蓋作」など民間での製作を明
示した銘文が大半を占め，浮彫式獣帯鏡でも「某氏作」が多くみられた。数多く存在する「尚方」
鏡がその通り宮廷工房の「尚方」の製作とは考え難いけれども，むしろここで注意すべきは，
「尚方」をうたう鏡が前代からの踏襲によって退化の方向に歩んだのにたいして，新しい意匠を
　76
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■浮彫式獣帯鏡
●編輻座内行花文鏡
図23　浮彫式獣帯鏡と蠣幅座内行花文鏡の分布
もって創出された鏡に民間の作者名が堂々と掲げられたことであり，ここに後漢代における民間
活力の増大をかいまみることができる（岡村1991）。
　鏡式の全体的なあり方は，複数の鏡式が併存する多様性があると同時に，かりに動物文鏡群と
呼んだように，瑞獣を主文とする方格規矩四神鏡と獣帯鏡盤龍鏡の間には多くの単位文様の共
有が確かめられ，鏡式相互の密接な連関が想定できた。しかしこれら動物文鏡群と幾何学的で清
楚な文様をもつ内行花文鏡との間には単位文様の共有関係がほとんどなく，鏡式の面では大きく
2相に分かれていたということができる。この様相は漢鏡5期の後半から漢鏡6期にかけてさら
に増幅し，浮彫式獣帯鏡がおもに華南に，編幅座内行花文鏡がおもに華北に分布するという，空
間的な分化としても現出する（図23）。銘文からみると，当該期の鏡の製作地としては少なくとも
中原と長江下流域と四川の3ケ所があり，この分布から編幅座内行花文鏡は中原のどこかに製作
地があり，浮彫式獣帯鏡は漢鏡6期に分岐する画像鏡の分布を考えあわせると長江下流域に製作
地が推定できるだろう。また図には示していないが，「青蓋作」銘の盤龍鏡や細線式獣帯鏡は洛
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陽から長沙のラインより西に分布が集中し，四川あたりの有力な私営工房の作品と推定できる。
もっとも方格規矩四神鏡や細線式獣帯鏡，盤龍鏡には地域的な偏りがとくに見いだせないから，
中国の南北が様式的に完全に分化したわけではない。
（2）漢鏡6期
　2世紀前半の後漢中期に相当する。鳥文や渦文を主文とする方格規矩四神鏡VI・W式と細線式
獣帯鏡V・V工式，浮彫式獣帯鏡皿式のほか，盤龍鏡IA～皿式，雲雷文帯が素文凹帯になった四
葉座内行花文鏡VA・VB式や編幅座内行花文鏡1・1式，円座内行花文鏡皿式がある。このな
かでは編幅座内行花文鏡の出現がひとつの画期となるだろう。
　編輻座内行花文鏡や浮彫式獣帯鏡など特定の鏡式の地域的な偏りが顕著になり，長江下流域で
は浮彫式獣帯鏡から画像鏡が生み出され，四川では環状乳神獣鏡や獣首鏡，葵鳳鏡が創案される。
画像鏡や神獣鏡には西王母やこの時期に新たに創造された東王公などの神がみが登場し，四神を
主体とする瑞獣で構成された世界に替わる新しい宇宙が鏡に現れた点で，漢鏡様式上の大きな画
期といえる。また儒教的内容の濃厚な四言句の銘文が出現することも大きな変化である。このほ
か双頭龍文鏡が出現し，おもに華北で用いられている（西村1983）。双頭龍文鏡の平板な文様表現
や断面形態などは蠕幅座内行花文鏡と共通し，華北の代表的な鏡式といえるだろう。いっぽう漢
鏡5期から連続する方格規矩四神鏡や盤龍鏡などは，地域的な偏りはあまりないが，文様の簡略
化，小型化が進み，様式の首座から脱落する。
おわりに
　後漢前期に用いられ，中期に継続した鏡式について，型式学的な方法によって型式分類と鏡式
間の併行関係を明らかにし，漢墓によるその検証と年代比定をおこなった。対象とした鏡式と時
期が限られたため，前漢鏡の文様や銘文にあらわれたような様式のうねりを描きだすには不十分
であったが，そのぶん，漢鏡の体系的な編年を組み立てる方法をより細かく実践することができ
たと思う。論じ残した画像鏡や神獣鏡などの鏡式を同じ方法で分析し，2世紀後半から3世紀初
頭にかけての漢鏡7期までを通した後漢鏡の様式論を完成させることを次の課題としたい。
?
（1）鏡の図像文様にもとつく分類として，土器における「形式」や「器種」に相当する単位を「鏡式」
　　と呼び，「鏡式」における時間的変化を示す分類単位を「型式」と呼ぶ。たとえば方格規矩四神鏡や
　　内行花文鏡が「鏡式」にあたる。
（2）文様からみると，線書きの絵のため確実なことはいえないが，私のいうW式またはVA式に相当し，
　銘文は通有のKで，「四」を「三」と表記している。王葬代または後漢初期の作品であろう。
（3）型式は鏡を構成する主要な単位文様の組合せによって設定するべきであり，作業仮説としてのこの
　　ような分類は，型式とは別の用語で呼ぶのが本当であろう。しかし混乱を避けるため，あえてここで
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　　型式と呼ぶことにした。
（4）　福岡県平原遺跡出土の方格規矩四神鏡のなかに「陶氏作」の銘文がある。方格規矩四神鏡としては
　　異例であり，ほかの鏡式にも「陶氏作」はみあたらない。しかし文様は本稿の分析とは矛盾しない。
（5）（広西1978：PL　123）の写真では「元和二年」のようにみえる。またその解説文で元和三年を西暦
　　78年としているのは誤りである。
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付　記
　本稿は京都大学大学院に提出した1983年度修士論文「漢鏡の編年と様式」の一部を書き改めたものであ
る。怠慢ゆえに10年が経過したが，その間の資料の増加，とりわけ多くの方々のご好意によって実物に接
して観察できたことにより考察を深めることができた。改めてお礼申し上げたい。なお，すでに「中国の
鏡」（『弥生文化の研究』第6号，1986年）や「卑弥呼の鏡」（r邪馬台国の時代』，1990年），「後期の銅鏡」
（『東アジアと九州』日本考古学協会1990年度大会発表資料集）などで後漢鏡編年の概略を示し，それをも
とに日本出土鏡について議論しているが，いずれも本稿の編年案を基礎としたものであることを付記して
おく。
（九州大学文学部）
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The　Chronology　of　Later　Han　Mirrors
OKAMuRA　Hidenori
　　Han　mirrors　have　often　been　used　as　a　measure　to　pinpoint　historical　periods，　and
have　become　point　of　contact　between　Chinese　and　Japallese　archaeology．　In　this　paper，
Iattempt，　using　style　methodology　based　on　the　analysis　of　attributes，　a　detailed　type．
classi丘cation　of　the　following　four　types　of　Later　Han　mirrors：TLV　mirror　with　four
guardian　spirits；animal．belt　mirror；relief　dragon　mirror；and　linked－arc　mirror．　I　also
suppose　a　para11el　relationship　between　the　mirror　types，　establish　a　systematic　chro．
11010gy　of　Later　Hall　mirrors，　and　finally，　verify　the　chrollology　by　comparing　it　with
that　of　Han　graves　in　China．　On　the　basis　of　this　chronology，　I　classify　Later　Hall
mirrors　roughly　into　three　periods，　and　attempt　a　comprehensive　understanding　of　the
stylistic　changes　that　appeared　in　the　design，　inscription，　mirror　type　assemblage，　and
spatial　distribution．
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